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真核生物の細胞核では、DNAはヒストンと共にヌクレオソーム構造を形成して存在し

ている。ヒストンの翻訳後修飾は、遺伝子発現やDNAの複製、修復、染色体分配等の

制御に重要な役割を果たしている。DNA複製に伴いクロマチンが倍加する際、DNAあ

たりのヒストン修飾レベルは一過的に半分になるが、次の複製が開始する前にはその

レベルが回復する。この回復のキネティクスは、修飾の種類によって異なり、遺伝子

発現の抑制に働く修飾の回復は細胞分裂後になることもある。また、いくつかの修飾

は細胞周期特異的にダイナミックに変化し、染色体の凝縮や分配に働くと考えられて

いる。ヒストン修飾の変化を生細胞で追跡するために、我々は特異的抗体由来のプ

ローブを開発してきた。本セミナーでは、ヒストン修飾の細胞周期ダイナミクスに関

して、生細胞解析中心に、LDIとCSU-W1を用いた共焦点イメージングによるデータを

交えて紹介する。
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